
 

 

 

 

 

 

新たなステージに向かって 

校庭の木々の芽が膨らみ始めました。目には見えませんが、学級園の土の中では草花が確実に根を

伸ばし、着々と春を迎える準備をしています。学校では今、子供たちが進級・進学という大きな花を咲か

せるための「土台作り」に励んでいます。今年度の学習を振り返り、「できたこと」を自信に変え、「できなか

ったこと」を復習して学びの根や茎を太くする。どの学年も、実りある締めくくりの時期を迎えています。 

 

「心の余白」が育むしなやかな強さ 

さて、イタリアで開催されたミラノ・コルティナオリンピックでは、世界のトップアスリートたちが限界に挑

む姿が、私たちに大きな感動を与えてくました。彼らの異次元のパフォーマンスを支えているのは、もちろ

ん最新の科学トレーニングやデータ分析でしょう。しかし、勝敗を分ける土壇場の場面で光るのは、予期

せぬアクシデントやプレッシャーに対処する「しなやかな精神力」や、一瞬の判断を信じる「自分自身との

対話」であるように感じます。 

 

翻って私たちの日常に目を向けると、社会はかつてないスピードで変化しています。特に生成 AI の進

化は目覚ましく、「答え」を出すこと自体は機械が最も得意とする分野になりました。「タイパ（タイムパフォ

ーマンス）」という言葉に象徴されるように、効率やスピードが重視される現代では、つい「早く正解を出す

こと」を急いでしまいがちです。 

しかし、便利な時代だからこそ、改めてその価値が問われているものがあります。それは、「問いを立て

る力」と「心にゆとり（余白）を持つこと」です。 

子供たちと接していると、本当の意味での成長や発見は、効率を求めた時間よりも、何気ない休み時

間の会話や、試行錯誤して立ち止まっている時間にこそ生まれていると感じます。昨今、SNS 等でのコミ

ュニケーションの断絶が社会問題となっていますが、これも結論を急ぐ焦りが一因かもしれません。相手

の言葉を一度自分の中に受け止め、咀嚼する。そんな「心の余白」があって初めて、多様な価値観を認め

合う対話が生まれるのではないでしょうか。 

 

今年度も残りわずかとなりました。学校では、ただ知識を詰め込むのではなく、「なぜだろう？」と不思

議に思う心や、失敗しても「次はこうしてみよう」と考え直せる時間を大切にしていきたいと考えています。 

ご家庭におかれましても、お子様との会話の中で、すぐに答えを教えるのではなく、「あなたはどう思

う？」と一緒に立ち止まる時間を楽しんでいただければ幸いです。その一見「非効率」に見える「余白」の

時間こそが、変化の激しい未来を生き抜くための、しなやかで強い心を育む土壌となるのです。 

 

春はもうすぐそこまで来ています。教職員一同、子供たちが自信を持って次なるステージへ羽ばたける

よう、一日一日を大切に歩んでまいります。 
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 ８日(水)新任式・始業式 

■2～5年 3校時後下校（給食なし） 

■6年のみ 5校時後下校（給食あり） 

 ９日(木)入学式（12時 50分受付 午後実施） 

■2～6年 給食後下校 

１４日(火)学級ＰＴＡ（４～6年） 

１５日(水)学級ＰＴＡ（１～3年） 

     メディアコントロールデー・人権の日 

１６日(木)スクールガードの方々紹介の式 

１７日(金)特別支援学級開級式(午前) 

２３日(木)全国学力・学習状況調査(６年)  

２８日(火)避難訓練(地震・火災) 

※５月１日(金)授業参観・ＰＴＡ総会 

    

 ３日（火）特別支援学級閉級式 

 ５日（木）スクールガード感謝の会 

１１日（水）ノーメディアコントロールデイ・人権の日 

１２日（木）卒業式予行 

１４日（土）土曜授業 

１９日（木）卒業式準備（１～４年給食後下校） 

２４日（火）卒業式 

２５日（水）終業式・辞任式 

２６日（木）春季休業（～４月７日） 

 

【令和７年度平和都市宣言作文】 

優秀賞 ６年児童 「今の私にできること」 

入 選 ６年児童 「平和への願い」 

【令和７年度平和都市宣言標語】 

入 選 ５年児童   

「この地から ひろがる幸せ 未来へと」 

【南九州美術展】 

特 選 １年児童 「日本のお店」 

入 選 １年児童 「おむすびころりんとぼく」 

入 選 １年児童 

「町の中のジェットコースターなのに水そうつき」 

【南日本新聞「若い目」】   

４年児童「選挙について考えた」（作文） 

 

 ２月１４日、１年生が凧あげに挑戦しました。風があま

りなく、うまくあがるかなと心配でしたが、そんな心配は

子供たちには関係なし。みんな、走る走る！広い校庭を

満喫した子供たちでした。 

  伝統を受け継ぐ体験活動

２月１２日、４年生が「広木虚無僧踊り」や

「中間棒踊り」について学びました。それぞれの

伝統芸能に込められた思いを地域の大先輩か

ら学び、その思いを知った上で、先輩の５年生と

一緒に踊りにチャレンジしました。 

改めて地域を引き継ぐ一員であることを意識

した４・５年生の表情は引き締まっていました。 

 

  

本校は、アカデミア財団が主催する「スクールドリームプロ

ジェクト」の助成金により様々な体験活動に取り組む機会を

いただいています。 

３年生は、セイカのボンタンアメ工場を見学し、その働く人

の工夫からものづくりに込められた思いについて学びを深

めました。４年生は、鹿児島市街地を巡り、街頭で市民や施

設利用者・観光客の方々へインタビューする活動を通して、

鹿児島のよさを再認識していました。また、国語のインタビュ

ー学習の成果を思う存分発揮していました。６年生は、尚古

集成館や仙厳園の見学を通して、郷土の先輩方の生き方を

感じ、自分のこれからについて考える機会としていました。 

本校にこのような機会を与えてくださったアカデミア財団

をはじめ、関係機関や見学の見守りをサポートしてくださった

保護者・地域の皆様、誠にありがとうございました。 

 


